
Title 東海道四谷怪談と南北
Sub Title A study of the Tokaido-yotuya Ghost Story and the author Tsuruya Nanboku
Author 寺崎, 初雄(Terasaki, Hatsuo)

Publisher 慶應義塾大学藝文学会
Publication year 1961

Jtitle 藝文研究 (The geibun-kenkyu : journal of arts and letters). Vol.11, (1961. 1) ,p.11- 32 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00072643-00110001-

0011

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


東
海
道
四
谷
怪
談
と
南
北

寺

初

雄

崎

詮
－

わ
れ
わ
れ
が
歌
舞
伎
台
本
の
背
筏
に
作
者
の
実
体
を
み
よ
う
と
す
る
時
、
常
に
連
想
を
伴
う
の
は
座
一
見
と
役
者
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
亦
、
役
者
と
契
約
し
た

座
一
万
の
要
請
と
い
う
形
で
、
作
者
に
働
き
か
け
る
事
に
な
る
。
結
局
、
直
接
的
に
は
、
役
者
と
作
者
と
い
う
問
題
が
、
様
々
に
作
者
に
つ
き
絡
っ
て
い
る
の
が

歌
舞
伎
狂
言
作
者
と
い
う
業
道
の
宿
命
で
あ
ろ
う
。

註
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作
者
道
の
最
後
の
権
威
者
を
金
井
三
笑
と
し
て
、
四
世
鶴
屋
南
北
、
及
び
黙
阿
部
に
至
れ
ば
役
者
と
の
密
着
性
は
著
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
南
北
作

註
3

註
4

品
を
対
象
と
し
て
、
美
事
な
見
解
を
示
し
た
小
山
内
薫
に
し
て
も
、
尚
役
者
の
周
辺
に
逃
れ
ら
れ
な
い
魅
力
を
感
じ
て
い
た
。

註
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し
か
し
、
三
升
屋
二
三
治
の
「
作
者
年
中
行
事
」
に
録
せ
ら
れ
た
処
に
よ
れ
ば
南
北
は
自
己
を
中
心
に
置
く
作
者
組
織
に
お
い
て
、
関
る
強
硬
な
要
求
を
為

し
た
と
み
ら
れ
る
ふ
し
が
あ
り
、
之
を
見
逃
す
事
は
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
南
北
、
黙
阿
部
に
み
ら
れ
る
役
者
（
座
元
の
存
在
を
背
後
に
も
つ
）
と

の
密
着
性
に
お
け
る
作
品
形
成
の
場
に
お
い
て
、
最
も
指
適
さ
る
べ
き
で
あ
る
座
付
作
者
の
意
志
が
如
何
な
る
方
法
で
、
ま
た
如
何
な
る
複
雑
な
作
業
に
よ
っ

て
具
体
化
さ
れ
得
た
か
を
、
南
北
の
場
合
に
お
い
て
み
る
と
い
う
問
題
の
試
論
的
な
考
察
を
、
小
稿
の
目
的
と
し
た
い
。

註

1. 

座
元
は
中
村
座
な
ど
の
所
有
者
で
、
演
劇
興
行
及
び
、
経
営
面
の
最
高
責
任
者
で
あ
っ
た
。

し
ん
が
り

河
竹
繋
俊
氏
は
一
ニ
突
を
そ
の
意
味
で
殿
に
置
か
れ
て
い
る
（
歌
舞
伎
作
品
店
の
研
努
）
。
但
し
、
之
に
は
初
代
桜
田
治
助
を
も
加
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
惜
に
か
れ

2. 



3. 

ら
に
は
、
南
北
な
ど
に
は
み
ら
れ
な
い
、
抗
争
的
な
役
者
観
が
あ
る
。

小
山
内
薫
金
集
七
巻
所
収
市
川
左
団
次
に
よ
る
「
絵
本
合
邦
衛
」
の
批
評
な
ど
。

「
化
政
期
江
戸
演
劇
の
復
演
に
関
す
る
或
暗
示
」
（
歌
舞
伎
研
究
昭
和
三
年
七
月
号
〉
な
い
と
に
覗
わ
れ
る
。

4. 5. 

「
惣
じ
て
作
者
の
業
道
書
物
の
害
場
に
よ
っ
て
手
柄
有
る
ゆ
へ
仲
ケ
間
内
に
も
至
て
む
づ
か
し
き
も
の
南
北
の
作
者
の
時
は
比
高
下
に
か
か
わ
ら
ず
一

自
の
狂
言
の
筋
立
て
せ
り
ふ
ま
で
こ
と
ご
と
く
書
て
渡
ゆ
へ
骨
お
ら
ず
書
物
出
来
又
そ
の
し
さ
い
は
狂
言
に
仕
組
有
て
せ
り
ふ
に
も
跳
へ
有
る
ゆ
ヘ
人
に

任
せ
て
は
我
が
心
に
合
わ
ぬ
ゆ
え
正
本
清
書
同
様
に
し
て
筋
書
を
渡
す
此
筋
書
受
た
る
人
あ
ち
こ
ち
と
思
案
仕
り
て
直
す
時
は
商
北
の
心
に
ム
ロ
わ
ぬ
故
二

度
目
か
ら
は
そ
の
人
に
書
物
渡
さ
づ
よ
っ
て
心
に
し
た
ど
ふ
よ
ふ
に
そ
の
偉
に
書
ベ
し
」
ハ
作
者
年
中
行
事
）

封
討
噌A

夏
狂
言
か
ら
盆
狂
言
へ

I 
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「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
の
劇
的
展
開
の
中
に
活
用
せ
干
ら
れ
、
そ
れ
に
屈
折
を

Fあ
た
え
て
、
一
段b
そ
の
状
河
川
九
深
刻
仰
に
役
立
っ
て
，
い
る
仕
掛
物
と
早
変
り
の

註
2

技
術
は
、
も
と
初
世
尾
上
松
助
に
よ
っ
て
、
飛
躍
的
に
そ
の
価
値
を
晶
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
新
進
作
者
で
あ
っ
た
南
北
（
当
時
勝
俵
蔵
）
が
深
く

関
係
を
も
つ
に
至
っ
て
、
仕
掛
物
と
台
本
の
結
合
の
場
と
な
っ
た
夏
狂
言
が
大
き
く
浮
び
上
が
る
事
に
な
る
。
か
れ
に
よ
る
怪
談
狂
言
は
殆
ど
、
そ
の
亙
狂
言

で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

註
s

初
世
松
助
が
極
め
て
工
夫
に
長
じ
た
役
者
で
あ
っ
た
事
は
名
高
い
が
、
そ
の
前
半
生
に
お
け
る
芸
歴
に
み
ら
れ
る
特
徴
は
、
そ
の
平
変
り
技
術
の
精
巧
な
応

註
4

用
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
通
常
説
か
れ
る
如
く
、
「
天
竺
徳
兵
衛
韓
噺
」
（
文
化
元
年
）
を
以
て
、
そ
の
セ
ソ
セ
イ
シ
ョ
ナ
ル
な
第
一
矢
と
す
る
事
は
出
来
な
い
が
、

註
5

注
意
す
べ
き
は
之
が
七
月
三
日
初
日
開
演
の
夏
狂
言
で
あ
っ
た
点
で
あ
り
、
之
を
ま
ず
重
視
し
た
い
と
思
う
。
何
故
な
ら
ば
、
年
表
を
辿
る
と
、
南
北
登
場
以

前
、
松
助
の
そ
の
種
の
芸
の
展
開
は
そ
の
悉
く
が
、
正
月
乃
至
十
一
月
顔
見
世
興
行
に
お
け
る
上
場
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
夏
狂
言
と
い
う
場
は
抑
々
、
如
何
な
る
意
義
を
も
っ
た
の
か
。



歌
舞
伎
年
中
行
事
に
お
い
て
、
六
月
か
ら
七
月
へ
か
け
て
酷
暑
の
期
間
本
興
行
は
行
わ
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。
「
作
者
年
中
行
事
」
に
之
を
土
用
休
と
し
、

「
昔
は
大
立
物
始
役
者
旅
芝
居
と
し
て
出
行
其
内
盆
狂
言
迄
永
の
休
み
」
、
と
あ
る
。
但
し
、
こ
の
間
、
空
い
た
小
屋
を
利
用
し
て
土
用
芝
居
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
土
用
芝
居
と
い
う
性
格
を
「
絵
本
戯
場
年
中
鑑
」
（
享
和
三
年
）
に
み
る
と
、
「
芝
居
休
の
内
な
れ
ど
も
稽
古
の
為
と
て
、
立
者
一
両
人
、
間
中
、
中
通

り
を
ま
ぜ
、
あ
や
つ
り
狂
言
、
又
は
古
人
の
大
あ
た
り
の
狂
言
を
出
し
て
す
る
是
も
出
世
の
す
じ
な
れ
ば
毎
年
あ
り
た
き
こ
と
な
れ
ど
も
定
り
な
き
は
ざ
ん
ね

ん
J

ム
、
と
あ
る
。
こ
の
年
中
盤
は
享
和
の
成
立
で
あ
り
、
そ
の
当
時
の
夏
狂
言
上
演
の
不
安
定
性
を
伝
え
て
い
よ
う
。

乃
ち
内
容
的
に
は
若
手
中
心
の
稽
古
芝
居
で
あ
っ
て
、
義
太
夫
狂
言
が
撰
定
さ
れ
る
事
が
多
く
、
短
日
時
の
興
行
を
行
う
の
が
、
従
来
の
慣
例
と
な
っ
て
い

註
6た

。
そ
の
人
事
構
成
は
、
無
名
作
者
、
若
手
役
者
無
人
が
凡
て
で
あ
っ
た
。
更
に
特
徴
的
で
あ
り
、
見
逃
せ
な
い
面
と
し
て
、
本
興
行
は
土
用
休
な
の
で
あ
る

か
ら
、
座
一
万
が
之
に
関
与
し
な
い
と
い
う
事
実
が
あ
る
。
木
村
錦
花
氏
に
よ
れ
ば
「
稽
古
芝
居
で
太
夫
一
加
の
関
係
な
し
で
、
茶
屋
の
主
人
や
、
留
場
の
中
の
役

註
マ

付
の
者
、
文
は
仕
切
場
の
者
が
金
を
集
め
合
っ
て
成
る
べ
く
仕
込
み
の
費
ら
な
い
様
に
」
行
わ
れ
た
そ
う
で
あ
る
。
い
わ
ば
組
織
的
で
無
い
、
投
機
的
な
意
味

を
も
っ
、
自
由
な
興
行
形
式
で
あ
っ
た
事
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
が
、
松
助
に
よ
っ
て
、
ま
ず
無
名
作
者
勝
俵
蔵
に
提
供
せ
ら
れ
た
場
で
あ
り
、
そ
れ
を
手
が

か
り
と
し
て
彼
は
立
作
者
へ
の
道
を
歩
む
に
至
る
の
で
あ
る
。
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か
か
る
自
由
で
投
機
的
な
興
行
を
成
功
に
導
く
機
略
的
手
段
は
彼
の
得
意
と
す
る
処
で
あ
っ
た
。
天
佐
一
徳
兵
衛
に
お
け
る
切
支
丹
話
の
流
布
、
「
彩
入
御
伽

割
目
。
。

草
」
（
文
化
五
年
六
月
〉
の
小
平
次
亡
霊
の
崇
り
、
就
中
、
「
阿
国
御
前
化
粧
鏡
」
（
文
化
六
年
六
月
）
上
場
に
つ
い
て
、
周
囲
の
投
資
者
な
ど
が
、
度
重
な
る

夏
狂
言
興
行
を
危
倶
せ
る
に
拘
ら
ず
、
新
趣
向
（
若
手
役
者
栄
三
郎
｜
の
ち
三
世
菊
五
郎
の
嘆
に
自
信
を
も
っ
た
南
北
の
強
い
奨
め
に
よ
っ
て
開
演
さ
れ
、

註
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予
想
外
の
成
践
を
収
め
得
た
と
い
う
、
積
極
的
な
実
例
に
至
る
ま
で
、
い
ず
れ
も
そ
の
非
凡
な
着
眼
を
示
す
以
外
の
も
の
で
は
な
い
。
夏
狂
言
と
い
う
自
由
な

場
は
こ
の
作
者
に
と
っ
て
、
恰
好
な
第
一
歩
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
そ
の
事
実
は
次
の
様
な
意
味
を
も
併
有
し
て
い
る
。
文
化
一
刀
年
「
天
山
町
一
一
徳
兵
衛
韓
噺
」
以
来
、
文
化
十
一
年
夏
「
復
再
松
緑
刊
部
話
」
に
至
る
造
、

彼
の
夏
狂
言
成
立
の
要
因
が
、
凡
て
、
松
助
と
芳
手
役
者
と
い
う
無
人
人
事
を
は
じ
め
、
仮
興
行
形
式
を
守
る
事
に
所
在
す
る
以
上
、
南
北
に
と
り
、
そ
の
主

体
で
あ
っ
た
松
助
に
よ
っ
て
は
、
怪
談
狂
言
が
、
つ
い
に
本
興
行
と
し
て
上
場
せ
ら
れ
る
位
置
と
内
容
を
右
つ
事
が
出
来
な
い
と
い
う
、
一
つ
の
矛
盾
を
も
語

勺
て
い
る
の
で
あ
る
。



設

1. 

こ
の
「
夏
狂
言
及
び
盆
狂
言
」
と
次
章
の
「
名
残
狂
言
」
の
項
は
昭
和
三
十
二
年
麗
応
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
会
春
期
に
お
け
る
口
頭
発
表
の
部
分
を
抄
詰

「
東
海
道
田
谷
怪
談
」
の
成
立
は
松
助
の
死
後
、
凡
そ
十
年
を
経
て
い
る
が
、
そ
の
著
名
な
隠
亡
堀
戸
板
返
し
の
工
夫
に
つ
い
て
、
原
型
の
創
作
は
松

助
だ
そ
う
で
、
二
三
治
が
次
の
様
に
言
っ
て
い
る
。

2. 
「
比
工
夫
は
梅
幸
お
の
れ
が
工
風
の
よ
う
に
人
に
は
か
た
れ
ど
直
江
や
（
南
北
の
息
で
、
実
際
の
ヱ
案
一
君
と
さ
れ
で
い
る
〉
も
や
っ
ぱ
り
松
緑
（
松
助
〉
の
種
を
聞
込
ん

で
出
し
た
も
の
：
：
：
左
す
れ
ば
ぢ
い
さ
ん
（
松
助
）
は
す
さ
ま
じ
い
人
」
〈
作
若
年
中
行
事
）

3. 
悶
谷
怪
談
に
至
る
迄
、
そ
の
神
通
カ
は
見
事
な
具
体
化
を
み
せ
ず
に
は
い
な
か
っ
た
。

「
芝
居
秘
伝
集
」
に
、
「
松
助
は
怪
談
物
、
早
替
り
の
仕
懸
等
、
皆
自
分
の
考
に
て
至
極
手
軽
く
や
り
た
り
」
と
あ
る
。

4. 

「
絵
本
戯
場
年
中
鑑
」
に
松
助
に
上
る
亡
霊
の
仕
掛
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

松
助
が
こ
の
夏
狂
言
の
成
功
を
深
く
感
じ
て
、
終
生
、
こ
の
上
演
に
如
何
に
執
着
を
み
せ
た
か
、
に
つ
い
て
の
言
行
が
「
近
世
日
本
演
劇
史
」
に
み
え
る
。

夏
狂
言
の
典
型
的
な
例
が
、
天
明
元
年
六
月
六
日
初
日
の
中
村
座
に
み
ら
れ
る
。
「
操
歌
舞
伎
扇
土
用
休
中
稽
古
芝
居
、
宗
十
郎
、
松
助
両
人
に
て
、

中
役
者
十
四
五
人
を
相
手
に
、
操
狂
言
毎
日
替
り
」
と
あ
る
。
（
歌
舞
伎
年
表
）
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5. 6. 7. 

コ
一
一
角
の
雪
」
所
収
、
芝
居
年
中
行
事

こ
の
「
彩
入
御
伽
草
」
の
上
場
は
亦
、
文
化
六
年
江
戸
下
り
し
て
中
村
座
で
、
そ
の
人
気
を
独
占
し
た
上
方
の
名
優
中
村
歌
右
衛
門
に
対
抗
的
に
計
画

さ
れ
た
江
戸
狂
言
と
い
う
、
策
略
的
な
意
図
が
作
者
に
あ
っ
た
と
思
う
。

8. 9. 

大
南
北
全
集
解
説
、
渥
美
清
太
郎
氏

n 

歌
舞
伎
年
中
行
事
と
し
て
、
豆
狂
言
に
接
続
し
て
金
狂
言
が
本
興
行
と
し
て
行
わ
れ
た
。
之
は
正
式
に
は
七
月
七
日
を
初
日
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
例
は

詮
1

極
め
て
少
い
と
さ
れ
て
い
る
。
実
際
は
「
年
中
鑑
」
、
「
賀
久
屋
寿
々
免
」
に
七
月
十
五
日
に
始
ま
る
と
記
せ
ら
れ
て
い
る
様
に
、
そ
の
開
場
は
常
に
連
れ
る
も



設
2

註
g

の
と
み
ら
れ
て
い
た
。
恐
ら
く
、
残
暑
と
い
う
気
候
的
原
因
と
共
に
、
往
古
の
曽
我
物
上
演
と
い
う
盆
狂
言
の
意
義
が
失
わ
れ
た
事
に
拠
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
為
、

初
日
は
七
月
よ
り
も
、
八
月
に
近
く
、
或
は
八
月
に
な
っ
て
か
ら
が
多
い
の
で
、
の
ち
「
作
者
年
中
行
事
」
に
、
「
盆
狂
言
延
引
し
て
八
朔
初
日
に
出
る
事
有
」
、

主
あ
る
如
く
、
日
時
的
に
は
秋
狂
言
と
な
る
傾
向
を
も
っ
て
い
た
。
同
書
に
、
「
秋
狂
言
を
金
狂
言
と
も
い
ふ
」
、
と
書
か
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

夏
狂
言
は
南
北
に
よ
っ
て
、
一
躍
し
て
江
戸
市
民
の
興
趣
を
集
め
る
に
至
っ
た
が
、
そ
れ
が
、
こ
の
隣
接
す
る
盆
狂
言
に
対
し
て
、
ど
ん
な
現
象
を
演
劇
史

的
に
み
せ
た
で
あ
ろ
う
か
。

註
4

「
天
竺
徳
兵
衛
韓
噺
」
は
七
月
三
日
初
日
を
出
し
て
よ
り
、
実
に
九
月
十
三
日
を
以
て
、
そ
の
幕
を
閉
じ
て
い
る
。
之
は
著
し
い
例
で
あ
る
が
、
夏
狂
言
と

い
う
興
行
形
式
に
よ
り
、
日
時
的
に
不
安
定
な
行
事
と
な
っ
た
盆
狂
言
、
更
に
秋
狂
言
と
い
う
年
中
行
事
に
ま
で
、
そ
の
上
演
は
大
入
を
重
ね
て
延
引
し
て
い

っ
た
。
之
の
み
で
は
な
い
。
南
北
企
劃
の
夏
狂
言
に
つ
い
て
は
、
そ
の
凡
て
が
、
従
来
の
短
日
時
興
行
と
い
う
常
識
を
破
る
長
期
の
上
演
を
行
な
っ
て
い
る
。

「
一
二
国
妖
婦
伝
」
は
、
「
一
番
目
二
番
目
と
も
大
当
り
、
金
後
も
通
し
て
致
せ
し
程
な
り
」
（
歌
舞
伎
年
表
）
と
あ
り
、
「
彩
入
御
伽
草
」
は
六
月
八
日
初
日
、
八
十
余
日
の
興

行
、
阿
国
御
前
は
金
後
八
日
五
日
迄
、
上
演
せ
ら
れ
た
（
歌
舞
伎
年
表
）
。
其
他
、
「
尾
上
松
緑
洗
濯
話
」
以
下
、
い
ず
れ
も
そ
の
例
に
洩
れ
な
い
。
そ
の
長
期
の
上
演

を
予
想
す
る
計
劃
は
、
夏
狂
言
の
規
模
を
自
ら
変
化
せ
し
め
ず
に
は
い
な
い
。
例
え
ば
、
松
助
死
後
、
初
め
て
の
本
格
的
怪
談
狂
言
に
「
法
懸
松
成
田
利
剣
」

註
5

（
文
政
六
年
六
月
〉
が
あ
る
。
渥
美
、
清
太
郎
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
上
場
は
市
村
座
に
在
座
し
た
菊
五
郎
、
団
十
郎
の
両
人
が
何
か
の
都
合
で
、
夏
の
み
森
田
座
に
ゆ

き
、
南
北
も
作
者
の
ス
ケ
と
し
て
、
そ
れ
に
参
加
す
る
形
を
と
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
怪
談
狂
言
の
新
作
の
背
後
に
は
、
参
加
者
の
特
別
出
演
の

形
式
を
と
る
夏
狂
一
一
一
一
口
の
慣
例
が
、
依
然
固
守
さ
れ
て
い
た
事
を
想
わ
せ
る
が
、
但
し
、
題
材
的
に
は
可
成
の
大
物
で
あ
り
、
背
景
と
し
て
文
政
度
の
日
蓮
、
浄

引
自
a
u

土
両
宗
の
対
抗
に
置
き
、
一
番
目
「
日
蓮
上
人
一
代
記
」
、
二
番
目
「
祐
天
上
人
利
生
記
」
と
し
て
、
双
方
の
対
照
が
行
わ
れ
る
と
い
う
意
義
が
根
底
に
あ
っ

た
と
み
ら
れ
、
習
練
的
で
、
眼
先
本
位
の
傾
向
に
あ
る
夏
狂
言
の
演
目
と
し
て
、
之
を
同
一
視
す
る
事
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。
出
演
者
関
係
を
み
て
も
、
菊
五

郎
は
じ
め
、
七
世
団
十
郎
ら
が
主
要
な
役
を
占
め
て
い
る
。
就
中
、
代
々
の
団
十
郎
が
、
二
世
以
来
夏
を
休
み
と
す
る
事
は
江
戸
歌
舞
伎
の
慣
習
で
あ
っ
た
に

拘
ら
ず
（
立
者
の
役
者
は
土
用
休
に
江
戸
に
居
る
の
を
恥
と
し
た
と
い
う
｜
｜
木
村
錦
花
）
、
こ
の
七
世
は
若
手
時
代
か
ら
、
南
北
の
夏
狂
言
に
出
演
し
、
次
第

に
名
優
の
名
を
与
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
南
北
物
に
限
り
、
夏
狂
言
を
土
用
休
と
せ
ず
、
最
終
の
夏
狂
言
「
独
道
中
五
十
三
次
」
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
面
は
見

逃
せ
な
ト
で
あ
ろ
う
c
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こ
こ
に
み
る
夏
狂
言
の
形
式
、
内
容
の
充
実
は
、
そ
れ
に
説
く
慰
霊
的
な
意
義
を
も
っ
と
い
わ
れ
る
金
狂
言
の
在
り
方
と
い
う
点
を
目
指
し
て
、
明
か
に
書

き
つ
づ
け
た
作
者
に
依
っ
て
い
る
。
「
夏
枯
れ
の
芝
居
町
に
、
避
食
す
る
に
堪
へ
ぬ
二
涜
三
涜
以
下
の
人
事
用
稜
ぎ
に
し
た
涼
み
芝
居
か
ら
盆
狂
言
へ
と
、
接

設
7

続
す
る
為
に
、
夏
芝
居
が
自
ら
金
狂
言
の
傾
向
を
持
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
」
（
折
口
信
央
金
集
）
南
北
は
之
を
意
識
的
に
行
な
っ
て
、
年
中
行
事
と
し
て
の

色
彩
の
失
わ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
盆
狂
言
を
日
時
的
に
領
有
し
、
そ
こ
を
、
怪
談
狂
言
上
演
の
場
（
本
興
行
〉
と
し
て
、
漸
く
、
無
形
、
有
形
の
演
劇
史
的
な

伝
統
、
座
元
、
役
者
（
東
海
道
四
谷
怪
談
で
は
従
来
、
夏
狂
言
で
は
決
し
て
登
場
し
な
い
幸
四
郎
が
加
わ
り
、
重
要
な
直
助
の
場
を
担
当
す
る
〉
、
そ
の
他
の

故
実
と
新
た
に
結
合
す
る
事
が
出
来
た
と
み
る
事
が
出
来
よ
う
。
南
北
怪
談
狂
言
と
し
て
唯
一
の
金
狂
言
で
あ
っ
た
「
実
海
道
四
谷
怪
談
」
の
成
立
を
め
ぐ
っ

て
、
こ
の
夏
狂
言
か
ら
金
狂
言
へ
の
移
行
に
、
そ
れ
を
跡
づ
け
る
事
が
ま
ず
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

註

1. 

年
中
鑑
「
十
五
日
よ
り
始
る
、
残
塁
強
け
れ
ば
、
大
立
者
は
出
ず
か
り
に
操
狂
言
の
類
を
出
し
て
お
く
」
賀
久
屋
寿
々
免
「
七
月
十
五
日
盆
狂
言
の
初

2. 

古
例
あ
る
五
月
狂
言
も
暑
さ
の
為
に
、
の
ち
に
は
所
謂
、
「
涼
み
芝
居
」
の
傾
向
を
も
つ
に
至
る
。
「
比
月
は
暑
も
は
げ
し
け
れ
ば
夏
衣
裳
に
て
出
来
る- 16 ー

日
'-

3. 
程
言

か

L一

年
中
鐙

古
く
は
曽
我
物
が
盆
を
中
心
と
し
て
出
さ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
、
そ
れ
が
正
月
に
移
る
に
従
い
、
そ
の
意
義
は
薄
れ
た
〈
郡
司

E
勝
氏
「
か
ぶ
き
と
盆
狂
言
」

芸
能
復
興
四
号
参
照
）0

し
か
も
、
正
月
に
始
る
曽
我
の
世
界
が
五
月
狂
言
で
一
段
落
し
、
秋
の
名
残
狂
言
、
世
界
定
、
顔
見
世
の
準
備
と
い
っ
た
重
要
行
事

の
為
、
そ
の
聞
の
盆
狂
言
の
位
置
は
い
よ
い
よ
独
自
性
を
失
う
傾
向
と
な
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

4

．
或
一
作
が
当
る
と
、
そ
れ
に
跡
追
を
付
け
て
上
演
を
延
引
す
る
策
は
常
に
み
ら
れ
る
が
、

此
狂
言
に
て
見
物
多
く
有
之
候
、
松
助
大
手
柄
な
り
」
と
記
述
し
て
い
る
。

’hu 

」
の
場
合
年
代
記
は
、
「
追
々
二
番
目
を
付
候
へ
ど
も
一
体

6. 

大
南
北
全
集
解
説

「
勧
進
帳
と
累
」
中
の
「
祐
天
上
人
御
利
生
」
（
一
二
田
村
鳶
魚
氏
、
雑
誌
「
歌
舞
伎
」
一
一
巻
ご
号
所
収
）
参
照

7. 

折
口
信
夫
会
集
十
八
巻P
四
八
五



名

残

狂

雪
同

I 

中
心
的
意
義
の
薄
れ
た
盆
狂
言
は
、
異
常
に
発
達
し
た
夏
狂
言
の
効
用
に
よ
っ
て
、
再
び
ユ
ニ
ー
ク
な
演
目
を
持
つ
に
至
っ
た
。

詮
－

文
政
八
年
五
月
狂
言
終
了
後
、
中
村
座
は
南
北
独
自
の
方
法
に
よ
り
、
怪
談
狂
言
の
宣
伝
を
奇
抜
に
行
な
っ
た
。
江
戸
市
民
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
例
の
夏
狂

言
と
い
う
好
奇
を
唆
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
七
月
初
め
に
配
ら
れ
た
櫓
下
番
付
に
、
内
容
を
暗
示
し
つ
つ
、
な
か
な
か
開
場
し
な
い
と
い
う
点
は
、

寧
ろ
、
逆
に
そ
の
効
果
を
挙
げ
る
結
果
と
な
り
、
初
日
は
計
画
通
り
、
盆
狂
言
と
し
て
開
演
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
三
世
菊
五
郎
の
名
残
狂

言
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
。

そ
の
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
は
七
月
二
十
九
日
初
日
で
あ
る
が
、
例
の
通
り
大
当
り
を
と
り
、
終
演
は
九
月
十
五
日
に
及
ん
で
い
る
。
之
は
轟
の
「
盆
狂
言

即
ち
秋
狂
言
」
と
い
う
例
証
を
示
し
て
い
る
が
、
初
演
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
充
分
予
知
し
て
、
之
に
「
名
残
狂
言
」
と
い
う
名
目
を
付
し
、
そ
れ
に
伴
い
、

註
2

一
番
目
狂
言
を
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
と
し
た
。
之
が
此
新
作
を
外
廓
的
に
規
制
す
る
重
要
な
部
面
で
あ
ろ
う
。

江
戸
歌
舞
伎
の
年
中
行
事
の
う
ち
、
最
も
大
規
模
で
あ
り
、
故
実
が
厳
守
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
興
行
は
十
一
月
顔
見
世
で
あ
っ
て
、
八
月
既
に
そ
れ
に
つ
い
て

註
S

の
具
体
的
内
談
が
行
わ
れ
て
、
九
月
の
世
界
定
に
及
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
秋
狂
言
は
そ
の
入
替
り
役
者
の
名
残
狂
言
が
付
加
せ
ら
れ
て
、
意
義
の
深
い
行
事
と

な
る
。
一
年
間
在
座
せ
る
役
者
の
上
方
巡
業
な
ど
の
理
由
で
、
そ
の
役
者
の
最
も
得
意
と
す
る
演
目
の
上
場
、
又
は
過
長
に
輝
か
し
い
実
績
を
残
し
た
演
技
の

一
世
一
代
の
表
示
が
行
わ
れ
る
の
が
恒
例
で
あ
っ
た
。
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
初
演
に
際
し
で
も
、
座
一
泊
は
、
そ
の
慣
例
に
頼
る
事
を
第
一
に
忘
れ
て
い
な
い
。

番
付
、
口
上
書
に
よ
れ
ば
、
三
世
菊
五
郎
’
太
宰
府
へ
参
詣
の
為
の
名
残
狂
言
で
あ
り
、
そ
の
役
者
得
意
の
忠
臣
蔵
が
勿
体
ら
し
く
持
ち
出
さ
れ
る
結
果
と
な
っ

白E
d
u官

た
。
加
う
る
に
、
そ
の
忠
臣
蔵
は
、
も
と
一
刃
祖
菊
五
郎
名
残
狂
言
に
よ
る
因
縁
が
か
ら
ん
で
い
る
。

秋
狂
言
は
義
太
夫
が
撰
定
さ
れ
る
事
多
く
、
そ
れ
に
、
こ
の
時
代
に
お
け
る
忠
臣
蔵
上
演
の
、
季
節
を
問
わ
ぬ
頻
度
を
考
え
合
せ
れ
ば
、
こ
の
一
番
目
撰
定

は
基
本
的
に
は
、
決
し
て
唐
突
、
不
自
然
で
は
無
い
と
思
わ
れ
る
が
、
興
行
的
な
宣
伝
予
告
は
前
、
述
の
如
く
、
新
作
怪
談
狂
言
の
部
分
に
よ
っ
て
為
し
、
看
客

の
股
引
を
図
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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し
か
る
に
、
形
式
面
で
は
、
か
く
口
上
書
に
、
今
更
、
・
抑
々
し
く
、
一
番
目
を
表
立
て
い
る
事
由
に
つ
い
て
如
何
な
る
事
情
が
伏
在
す
る
の
で
あ
る
う
か
。

恐
ら
く
座
元
は
、
過
去
の
此
作
者
の
業
績
を
認
知
し
た
と
は
い
え
、
そ
の
場
を
夏
狂
言
に
専
ら
と
し
た
怪
談
狂
言
を
秋
、
古
例
あ
る
名
残
狂
言
と
し
て
配
置

す
る
事
の
、
伝
統
的
形
式
に
対
す
る
危
慎
を
以
て
、
か
く
一
番
目
構
想
の
要
請
を
為
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
或
い
は
、
新
作
上
演
の
不
安
か
ら
、

南
北
が
忠
臣
蔵
に
題
材
を
仰
い
だ
、
と
も
み
ら
れ
て
い
る
が
、
か
つ
て
一
度
の
失
敗
も
無
い
怪
談
狂
言
の
上
演
歴
と
セ
シ
セ
イ
シ
ョ
ナ
ル
な
宣
伝
に
、
作
者
自

身
が
不
安
を
も
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

座
一
刃
は
更
に
口
上
書
で
、
新
作
に
ふ
れ
（
忠
臣
蔵
の
配
便
に
つ
い
て
述
べ
て
）
、
「
右
に
付
菊
五
郎
兼
而
工
夫
仕
置
四
ツ
谷
宿
お
岩
物
語
男
女
の
怪
談
新
狂
言

註
5

六
幕
御
座
候
間
｜i
」
。
形
式
的
に
は
、
新
作
は
忠
臣
蔵
の
添
え
物
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
に
と
れ
る
。
座
一
刃
と
役
者
の
、
名
残
狂
言
と
い
う
此
方
針
に
、
怪

談
狂
言
が
実
質
的
に
は
主
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
形
式
的
に
は
忠
臣
蔵
が
主
で
あ
る
と
い
う
矛
盾
を
享
け
て
、
南
北
は
ま
ず
、
実
に
忠
実
で
、
協
力
的
で
あ
っ
た

註
6

と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
番
付
カ
タ
リ
に
、
「
女
の
筆
の
い
ろ
は
仮
名
、
今
も
専
ら
流
行
の
、
出
雲
が
作
へ
不
撲
に
も
お
指
図
ゆ
ゑ
に
書
き
添
へ
し
、
新

狂
言
は
歌
舞
伎
の
栄
」
、
と
記
し
、
ま
た
翌
月
の
、
「
盟
三
五
大
切
」
の
番
付
に
も
、
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
の
成
立
に
言
及
し
て
、
こ
こ
で
も
、
「
第
二
番
目
は

是
ま
で
の
、
忠
巨
蔵
の
操
へ
筆
を
加
へ
し
怪
談
の

1
1
1

」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
新
作
と
忠
臣
蔵
の
結
合
（
そ
れ
が
怪
談
狂
言
を
主

た
る
位
置
と
す
る
方
法
で
も
あ
る
）
統
一
に
、
作
者
が
如
何
に
細
心
の
努
力
を
致
し
た
か
は
、
相
互
の
関
連
性
に
著
し
い
成
果
を
挙
げ
る
事
が
出
来
た
。
そ
の

結
果
、
構
成
的
に
、
「
二
番
目
狂
言
の
内
容
は
、
完
全
に
一
番
目
か
ら
遊
離
し
た
も
の
で
な
く
脚
色
さ
れ
て
い
る
が
、
と
に
か
く
世
話
狂
言
と
し
て
は
完
備
し

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
一
番
目
と
の
提
携
が
成
功
す
る
の
で
あ
る
が
、
更
に
最
後
を
仮
名
手
本
の
大
切
を
以
て
配
し
た
と
す
る
と
名
実
共
に
緊
密
な
提

割
岡
町a・

携
を
得
た
。
」
と
評
価
が
為
さ
れ
て
い
る
。

之
は
江
戸
歌
舞
伎
に
伝
統
的
な
上
演
形
態
、
乃
ち
時
代
と
世
話
の
二
種
と
い
う
、
二
本
立
形
式
に
お
い
て
も
、
根
本
的
に
は
一
本
立
の
如
き
相
互
の
連
繋
を

失
わ
な
い
形
態
と
い
う
、
伝
統
的
構
成
へ
の
作
者
の
志
向
が
そ
こ
に
指
適
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

そ
の
構
成
上
の
具
体
化
さ
れ
た
例
と
し
て
、
忠
臣
蔵
討
入
に
合
致
せ
し
め
る
為
、
「
大
詰
蛇
山
庵
室
」
に
冬
景
色
、
零
の
場
の
設
置
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
っ

註
8

て
、
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
に
お
け
る
、
季
節
的
推
移
が
、
春
の
終
り
頃
に
始
ま
り
、
冬
に
至
る
様
に
、
運
ば
れ
る
結
果
と
な
る
。

そ
の
季
節
性
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
の
ち
南
北
死
後
、
天
保
二
年
、
菊
五
郎
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
改
討
台
本
に
作
者
の
真
意
が
あ
る
と
し
て
、
南
北
当
初
構

- 18 ー



成
に
お
け
る
季
節
性
を
無
視
し
な
い
方
が
よ
い
。

寧
ろ
、
そ
れ
に
よ
り
「
隠
亡
掘
の
場
」
を
中
心
に
置
い
て
、
と
の
怪
談
狂
言
に
、
夏
か
ら
冬
へ
か
け
て
人
間
図
式
の
破
滅
的
移
行
を
、
民
俗
的
季
節
性
に
と

ら
わ
れ
ぬ
激
し
さ
で
行
わ
れ
得
た
と
み
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
此
新
作
の
価
値
の
背
景
を
形
造
り
、
名
残
狂
言
と
し
て
相
応
の
完
成
度
を
示
す
一
因
を
為

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

註

1. 

南
北
の
夏
狂
言
興
行
の
宣
伝
は
、
常
に
江
戸
市
民
の
痛
い
所
を
衝
い
て
、
看
客
と
為
し
た
。
之
も
亦
そ
れ
に
洩
れ
な
い
、
女
の
首
絵
の
凧
、
番
付
の
凄

債
な
絵
、
し
か
も
、
な
か
な
か
開
場
し
な
い
。
渥
美
氏
に
よ
れ
ば
「
評
判
は
評
判
を
生
ん
で
、
芝
居
の
開
場
は
待
ち
に
待
た
れ
た
」
と
い
う
。
ハ
南
北
怪
談
狂
言

集
解
説
〉

2. 

仲
井
幸
二
郎
氏
は
こ
の
一
番
目
に
注
目
さ
れ
、
四
谷
怪
談
の
成
立
が
、
忠
臣
蔵
に
伏
在
す
る
怨
霊
と
い
う
部
分
に
影
響
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
説
を
提
出
さ
れ
、
更
に
お
岩
死
霊
の
執
念
を
敵
討
と
い
う
目
的
に
置
い
て
説
か
れ
て
い
る
。
ハ
芸
文
研
曲
目
第
八
号
）

3. 

「
作
者
年
中
行
事
」
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菊
五
郎
は
初
世
に
な
ら
ひ
由
良
介
、
勘
平
、
戸
無
瀬
を
兼
ね
た
が
、
就
中
、
勘
平
が
当
り
佼
で
あ
っ
た
の
は
名
高
い
。
初
世
菊
五
郎
は
、
「
安
永
二
年

秋
名
残
狂
言
、
市
村
座
大
坂
登
り
、
由
良
介
、
勘
平
、
戸
無
瀬
三
役
」
（
歌
舞
伎
年
き
と
記
さ
れ
て
い
る
。

a

役
者
が
労
を
惜
し
ん
で
、
楽
な
義
太
夫
狂
言
を
演
じ
た
が
る
、
と
い
う
事
情
が
前
提
的
に
考
え
ら
れ
る
。
新
作
を
忌
否
す
る
の
で
は
な
い
が
、
例
え
ば

隠
亡
堀
で
、
戸
板
返
し
に
菊
五
郎
が
消
極
的
に
な
り
、
南
北
が
之
を
押
し
つ
け
た
形
と
な
っ
た
話
な
ど
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
〈
「
作
若
年
中
行
事
」
に
記
述
さ
る
）

6

．
カ
タ
リ
、
口
上
書
は
「
南
北
怪
談
狂
言
集
」
（
渥
美
氏
〉
に
よ
る
。

4. 7. 

「
歌
舞
伎
戯
曲
構
造
の
研
究
」P
二
六

守
随
意
治
氏

段
目
の
季
節
に
自
然
に
照
応
し
て
い
る
。
台
本
に
、
強
い
て
言
え
ば
、
直
助
が
通
称
、
地
獄
宿
の
場
で
、

作
者
は
台
本
の
人
物
に
事
更
、
そ
の
季
節
を
口
に
さ
せ
る
事
は
な
い
が
、
序
幕
は
厳
密
に
い
え
ば
初
夏
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
忠
臣
蔵
の
一
三
段
目
か
ら
四

F
ず
み

今
ち
っ
と
涼
に
出
た
の
だ
：
：
：

直
助

と

8. 
い
う
台
詞
が
あ
る
。
二
幕
目
は
小
道
具
で
、
盛
夏
の
宵
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
四
幕
目
は
三
角
屋
敷
、
小
平
内
と
も
に
来
、
で
あ
る
。
そ
の
幕
明



に
指
定
が
あ
る
。
そ
で
：
：
：
冬
の
日
で
そ
の
よ
ふ
に
、
早
ふ
ひ
る
も
の
か
い
ナ
、

必
然
、
三
幕
目
隠
亡
堀
は
そ
の
二
三
目
前
（
夜
助
の
台
認
に
よ
る
）
で
あ
る
筈
だ
か
ら
、

秩
の
粛
条
た
る
風
物
の
趨
を
狙
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
がUO

之
も
亦
糸
、
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
だ
（
実
際
に
は
作
者
と
し
て
は
、
脆

n 

そ
の
一
番
目
に
対
す
る
作
者
の
回
慮
は
、
そ
れ
が
こ
の
外
題
（
題
名
）
の
成
立
に
も
反
映
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
に
推
定
を
加
え
る
手
が

か
り
に
な
る
と
思
う
。

「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
が
江
戸
初
演
の
翌
年
、
大
奴
に
上
場
せ
ら
れ
て
、
之
が
「
い
ろ
は
仮
名
四
谷
怪
談
」
と
外
題
を
変
え
、
台
本
の
改
訂
が
施
さ
れ
、
多

詮
－

少
別
の
価
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
外
題
「
い
ろ
は
仮
名
」
は
恐
ら
く
、
忠
臣
蔵
狂
言
の
大
物
で
あ
る
「
い
ろ
は
仮
名
四
十
七
訓
」
（
寛
政
三
年
九
月
大
坂
初

演
〉
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
、
江
戸
二
度
目
の
上
演
外
題
が
、
再
び
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
に
戻
っ
て
い
る
事
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
東
海

道
に
は
如
何
な
る
意
図
が
作
者
に
よ
っ
て
込
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。
ま
ず
、
一
ニ
世
菊
五
郎
西
下
の
名
残
狂
言
の
意
が
「
東
海
道
」

に
表
現
さ
れ
て
い
る
事
実
は
否
定
出
来
な
い
。
但
し
、
そ
の
条
件
は
一
回
性
で
あ
っ
て
、
恒
久
性
を
有
つ
事
が
出
来
ぬ
証
拠
は
、
再
演
に
至
っ
て
外
題
を
変
え

ざ
る
を
得
な
い
点
に
在
る
。
で
は
、
こ
の
名
残
狂
言
の
外
題
を
支
え
て
、
之
に
恒
久
性
を
与
え
て
い
る
作
者
の
意
図
を
如
何
に
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

第
一
に
、
そ
れ
は
江
戸
に
お
け
る
忠
臣
蔵
の
意
義
が
象
徴
的
に
付
加
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
た
い
と
思
う
。
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
、
大
坂
で

は
馴
染
の
忠
臣
蔵
狂
言
「
い
ろ
は
仮
名
」
に
外
題
の
結
合
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
作
者
に
似
合
わ
ず
、
こ
の
外
題
は
一
見

単
純
に
過
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

あ
づ
ま
註

2

あ
づ
ま

次
に
注
意
さ
る
べ
き
は
、
初
演
番
付
に
、
「
東
海
道
」
と
ル
ピ
が
振
ら
れ
で
あ
っ
た
そ
う
で
あ
っ
て
、
こ
の
東
を
東
と
訓
ん
だ
南
北
の
慣
習
に
つ
き
、
岩
沙
慎

註
S

あ
づ
ま

一
氏
が
考
察
さ
れ
て
い
る
様
に
、
恐
ら
く
作
者
に
は
一
般
的
な
呼
称
で
あ
る
東
海
道
を
「
東
海
道
」
と
す
る
意
志
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

註
4

即
ち
、
東
海
道
と
い
う
字
体
、
そ
れ
が
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
に
並
立
せ
ら
れ
る
と
、
大
星
由
良
介
、
東
下
り
な
ど
に
関
連
す
る
一
種
の
暗
示
が
与
え
ら
れ

あ
づ
ま

る
効
果
と
、
更
に
、
之
を
「
東
」
と
訓
む
事
に
よ
り
、
忠
臣
蔵
自
体
に
含
ま
れ
て
い
る
「
あ
づ
ま
」
ハ
事
実
上
目
的
地
江
戸
を
指
す
）
の
意
も
伴
う
事
に
な
ろ



と
う
h
vい
ど
う

ぅ
。
因
み
に
、
「
東
海
道
五
十
三
次
」
と
忠
臣
蔵
の
題
材
の
結
合
を
露
骨
に
表
示
し
た
新
作
外
題
に
、
「
東
駅
い
ろ
は
日
記
」
（
黙
阿
弥
作
、

つ
ぎ

臣
蔵
五
十
三
組
」
（
一
二
世
桜
田
治
助
作
、
嘉
永
三
年
）
等
が
あ
る
。

東
海
道
の
意
味
を
そ
う
仮
定
す
る
と
、
名
残
狂
言
に
お
け
る
、

で
は
な
か
ろ
う
か
。

文
久
二
年
〉
、
「
忠

一
番
目
、
二
番
目
怪
談
狂
言
連
繋
の
苦
心
の
一
面
が
、
外
題
成
立
を
め
ぐ
っ
て
覗
わ
れ
る
の

註

1. 

「
い
ろ
は
仮
名
四
十
七
訓
」
は
、
弥
作
の
鎌
腹
、
な
ど
後
に
ひ
ろ
く
影
響
を
与
え
た
大
作
で
あ
る
。

2. 

あ
づ
ま

河
竹
繁
俊
民
は
之
を
筆
耕
屋
の
書
き
損
い
で
あ
ろ
う
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
（
岩
波
文
庫
本
解
説
）
、
若
し
そ
う
な
ら
ば
、
そ
の
東
を

i

東
と
害
損
う
と
い
う

事
実
が
何
故
行
わ
れ
た
か
、
な
ど
と
い
う
点
に
疑
問
が
残
る
の
で
は
な
い
か
。

砦
沙
慎
一
氏
は
、
南
北
が
慣
習
的
に
、
東
及
び
、
江
戸
、
を
「
あ
づ
ま
」
と
訓
む
事
実
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
（
日
本
文
学
研
究
、
昭
和
廿
四
年
十
店
号
）
例
え

あ
づ
ま
あ
づ
ま

ば
、
「
桜
姫
東
文
章
」
が
よ
い
例
で
あ
る
。
こ
の
「
東
」
は
明
か
に
江
戸
を
暗
示
し
て
い
よ
う
。

3. 4. 

一
ニ
度
目
の
上
演
（
天
保
ご
年
八
店
）
に
、
序
幕
で
大
星
由
良
介
東
下
り
を
み
せ
た
が
、
」
の
書
き
添
え
は
恐
ら
く
五
世
南
北
〈
四
空
間
北
の
祖
述
者
的
存
在
で
あ
っ
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た
）
の
参
与
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

皿

こ
の
名
残
狂
言
と
し
て
の
怪
談
狂
言
の
形
態
に
対
し
て
、
南
北
を
取
巻
く
弟
子
の
作
者
が
、
非
常
に
そ
れ
を
印
象
深
く
感
じ
と
っ
た
事
が
想
わ
れ
る
。

文
政
九
年
刊
行
さ
れ
た
草
襲
紙
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
の
執
筆
者
で
あ
っ
た
弟
子
花
笠
文
京
（
魯
助
）
は
、
そ
の
旧
年
上
演
せ
ら
れ
た
原
作
に
つ
い
て
、
ま

ず
次
の
様
に
記
し
て
い
る
。

東
海
道
四
谷
怪
談
の
狂
言
は
忠
臣
蔵
の
世
界
に
仕
組
て
予
が
師
鶴
屋
南
北
作
な
り
、
酉
の
秋
尾
上
梅
幸
御
当
地
の
御
名
残
狂
言
興
行
せ
し
に
近
年
の
犬
繁
昌

古
今
稀
な
る
大
入
・.... 

新
作
怪
談
の
発
表
に
、
歌
舞
伎
作
者
と
し
て
、
常
に
敬
仰
を
怠
ら
な
い
古
典
的
忠
臣
蔵
を
、
由
緒
あ
る
名
残
狂
言
に
お
い
て
一
番
目
と
す
る
意
義
を
一
種
の



理
想
的
国
合
の
形
態
と
み
る
態
度
が
覗
わ
れ
る
と
思
う
。
の
ち
、
文
久
一
刀
年
（
初
演
以
来
ほ
ぽ
ゴ
一
十
年
）
の
上
演
に
際
し
で
も
、
そ
れ
に
囚
み
、
草
襲
紙
「
東

海
道
四
家
怪
談
」
が
上
梓
さ
れ
た
が
、
筆
者
三
世
瀬
川
如
皐
は
、
そ
の
原
作
の
拠
っ
て
立
つ
世
界
に
つ
い
て
、
序
文
の
大
半
を
裂
い
て
い
る
。

劇
場
に
愛
翫
義
匠
伝
は
竹
田
出
雲
が
正
本
を
以
て
基
と
し
、
彼
を
略
し
、
是
を
補
ふ
、
換
骨
奪
体
、
古
今
足
れ
り
と
す
る
事
な
し
、
其
種
類
を
捜
る
も
牧
挙

に
い
と
ま
あ
ら
ず
、
義
は
重
き
一
座
の
立
者
命
は
軽
き
稲
荷
町
の
下
立
者
に
至
る
ま
で
、
各
自
疋
を
見
よ
れ
よ
と
指
示
す
九
寸
五
分
の
亡
、
王
の
為
に
、
妻
子
を
捨
、

千
辛
万
苦
に
其
仇
を
需
む
る
に
至
て
は
、
看
官
愉
快
と
せ
ざ
る
は
な
し
、
き
れ
ば
芝
居
独
参
湯
と
世
に
祢
す
な
る
世
界
に
原
き
書
き
韻
れ
し
が
若
の
陪
談
。

江
戸
に
お
け
る
三
度
目
の
上
演
（
天
保
二
年
v
を
境
と
し
て
、
忠
臣
蔵
と
の
関
係
が
、
次
第
に
遠
の
く
事
が
想
像
さ
れ
る
に
拘
ら
ず
、
文
久
に
お
け
る
如
皐
の
念

頭
に
、
そ
の
一
番
目
狂
言
の
第
一
義
性
が
忘
れ
ら
れ
る
事
は
な
い
。
如
皐
に
と
っ
て
の
四
谷
怪
談
観
は
之
が
基
盤
で
あ
り
、
そ
れ
が
原
作
者
南
北
の
理
念
に
連

註
－

る
も
の
と
確
信
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
彼
如
皐
は
五
世
孫
太
郎
南
北
の
最
も
明
近
の
弟
子
で
あ
り
、
四
世
南
北
に
こ
の
上
な
い
草
敬
と
親
近
感
を
も
ち
、

そ
の
教
示
と
制
定
を
金
科
玉
条
と
し
て
守
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

か
れ
ら
弟
子
違
は
、
か
か
る
行
事
的
、
古
例
的
な
形
式
に
対
し
て
、
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
に
み
る
怪
談
狂
言
の
演
劇
史
的
な
定
着
の
た
め
、
南
北
が
如
何

に
そ
れ
と
深
く
結
合
せ
ん
と
し
た
か
に
つ
い
て
、
作
者
と
し
て
の
実
感
的
な
理
解
を
そ
こ
に
み
せ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

- 22 ー

言
葉
を
変
え
て
言
え
ば
、
南
北
は
怪
談
狂
言
を
夏
狂
言
の
場
か
ら
、
こ
こ
で
一
番
目
忠
臣
蔵
に
象
徴
的
に
表
わ
さ
れ
る
、
伝
統
的
な
事
大
性
に
そ
の
新
作
を

対
蹄
せ
し
め
ら
れ
た
の
だ
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
対
際
的
な
そ
の
効
用
は
、
同
じ
く
忠
臣
蔵
狂
言
で
あ
る
「
菊
宴
月
白
浪
」
の
如
く
に
、
所
謂
、
書

替
え
の
、
運
用
が
行
わ
れ
る
事
の
な
か
っ
た
点
に
み
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
書
替
え
は
、
そ
れ
自
身
原
作
に
対
す
る
明
然
た
る
意
味
を
も
っ
事
は
な
く
、
い
た
ず
ら
に

役
者
の
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
怒
意
的
、
茶
番
的
に
原
作
を
取
捨
し
、
或
い
は
破
壊
す
る
事
に
よ
っ
て
、
一
応
の
成
果
を
あ
げ
る
事
が
出
来
た
が
、
多
く
は
そ

れ
に
止
る
。
南
北
は
そ
の
書
替
え
の
名
手
で
あ
っ
た
が
、
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
の
構
想
は
、
そ
の
書
替
え
を
為
す
場
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
機
会
が

と
ら
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
一
番
目
忠
臣
蔵
の
倫
理
性
の
有
っ
、
強
力
な
磁
気
を
仮
の
媒
介
と
し
て
、
反
動
的
に
、
こ
の
作
者
特
有
の
反
倫
理
性

の
世
界
を
導
き
出
す
事
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
更
に
、
宿
命
的
な
因
果
思
想
の
具
像
化
な
る
葛
藤
に
深
化
す
る
事
に
よ
っ
て
、
怪
談
狂
言
と
し
て
そ
の
戯
曲
性
を
品
め
る
事
が
出
来
た
と
い
え
よ
う
。
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と
同
時
に
、
そ
れ
は
、
之
が
二
番
目
生
世
話
狂
言
で
あ
っ
た
と
い
う
実
質
を
形
造
る
に
波
及
す
る
、
必
須
的
作
用
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

2. 

郡
司
正
勝
氏
の
「
三
世
如
皐
の
自
伝
」
（
「
か
ぶ
き
の
発
想
」
所
収
〉
参
照
、
三
世
如
皐
と
南
北
、
孫
太
郎
南
北
と
は
因
縁
浅
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

生
世
話
狂
言
の
成
立
を
、
単
に
世
話
狂
言
の
徹
底
し
た
形
と
し
て
の
み
、
み
ら
れ
な
い
点
に
つ
き
郡
司
氏
が
「
伝
寄
作
書
」
中
の
薯
名
な
南
北
評
（
筋

か
ら
せ
合
っ
て
新
し
く
こ
れ
を
気
世
話
と
称
へ
て
〉
を
引
用
し
て
そ
の
意
義
を
示
唆
さ
れ
て
い
る
意
見
に
同
感
し
た
い
と
思
う
。
ハ
岩
波
講
座
日
本
文
学

1. 
史

歌
舞
伎
〉

お

岩

の

場

一
番
目
時
代
狂
言
の
世
界
を
享
受
し
、
二
番
目
狂
言
の
典
型
と
さ
れ
る
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
の
主
要
部
分
の
形
成
を
担
当
す
る
民
谷
伊
右
衛
門
の
設
定

は
、
塩
谷
浪
士
の
一
員
と
し
て
置
か
れ
、
市
も
、
反
動
的
に
仇
高
師
直
の
禄
を
求
め
る
と
い
う
一
貫
し
た
目
的
を
付
さ
れ
て
い
る
。
更
に
塩
谷
遺
臣
四
谷
左
門

の
娘
、
岩
に
と
り
生
涯
の
仇
と
な
る
伊
藤
喜
兵
衛
一
族
は
師
直
の
家
臣
で
あ
っ
た
。

二
番
目
生
世
話
狂
言
は
町
人
下
層
の
生
態
が
基
本
で
あ
る
。
そ
れ
へ
、
か
か
る
一
番
目
に
関
連
を
有
つ
武
士
層
の
国
置
を
沈
下
せ
し
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

の
ち
、
お
砦
様
と
称
さ
れ
て
、
そ
の
名
を
口
に
し
て
も
、
崇
り
を
受
け
る
と
ま
で
俗
信
せ
ら
れ
た
ほ
ど
、
こ
の
作
中
に
示
さ
る
る
、
死
霊
の
執
着
性
は
他
の

怪
談
狂
言
の
類
を
絶
し
て
い
る
。
そ
れ
が
人
間
執
念
の
究
極
的
形
象
と
言
え
る
点
に
お
い
て
、
作
者
の
構
想
に
は
鰻
々
前
述
せ
る
一
番
目
の
性
格
の
受
用
が
為

さ
れ
て
、
お
岩
の
死
霊
に
強
仮
性
を
附
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
、
こ
の
二
番
目
生
世
話
狂
言
に
一
種
の
時
代
物
性
を
み
る
視
点
を
も
与
え
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
の
死
霊
の
強
促
さ
は
、
お
岩
の
場
が
単
純
に
提
出
さ
れ
、
作
成
せ
ら
れ
た
も
の
で
無
い
事
実
に
拠
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

I 
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文
化
八
年
七
月
、
南
北
は
「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
を
書
い
た
。
そ
の
中
核
的
存
在
で
あ
る
、
お
梶
、
団
七
の
設
定
は
、
女
が
父
の
仇
と
知
ら
ず
、
そ
の
男
と

綜
を
結
ぶ
に
至
る
と
い
う
、
女
の
側
か
ら
み
て
、
悪
縁
と
い
う
も
の
の
極
端
な
具
像
化
を
み
せ
た
作
品
で
あ
る
が
、
南
北
は
ま
ず
、
之
を
「
東
海
道
四
谷
特
談
」



詮
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成
立
に
転
用
し
て
、
対
日
将
、
伊
右
衛
門
の
接
－
礎
を
為
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
之
を
手
が
か
り
と
し
て
、
お
岩
の
場
に
つ
い
て
小
考
を
加
え
た
い
。

「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
は
七
月
十
八
日
初
日
の
盆
興
行
で
あ
り
、
夏
の
名
残
り
の
意
味
も
加
わ
っ
て
か
、
「
夏
祭
浪
花
鑑
」
の
書
替
狂
言
で
あ
っ
た
。
夏
祭
の

世
界
だ
か
ら
、
長
町
裏
が
そ
の
ま
ま
、
殺
し
場
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
た
趣
向
を
持
っ
て
い
る
。
之
は
盈
狂
言
で
あ
り
、
内
容
的
に
怪
談
狂
言
と
な
り
得
る
展

註
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開
の
可
能
性
を
字
み
な
が
ら
、
し
か
も
、
そ
の
徴
候
を
小
部
に
表
現
し
て
も
あ
く
ま
で
そ
れ
に
止
ま
る
。
こ
の
場
合
、
ま
ず
、
五
世
松
本
幸
四
郎
敵
役
の
性
格

と
い
う
要
因
が
、
作
者
を
牽
制
し
た
面
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
渥
美
氏
が
述
べ
ら
れ
た
こ
の
作
者
の
絶
頂
期
は
、
文
化
六
・
七
年
を
指
し
、
そ
の
理
由
の
大
半
を
こ
の
強
悪
役
者
の
舞
台
的
跳
梁
に
在
る
と
さ
れ
て
い
る
。

乃
ち
、
「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
は
盆
狂
言
と
し
て
の
骨
格
を
「
敵
討
物
」
と
し
て
も
ち
、
幸
四
郎
の
敵
役
と
し
て
の
好
悪
ぷ
り
の
完
成
が
怪
談
狂
言
と
し
て

の
展
開
を
閉
鎖
し
、
許
さ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

作
者
が
幸
四
郎
に
よ
る
敵
役
の
特
徴
を
発
揮
せ
し
め
る
為
、
返
討
の
場
の
設
置
が
多
く
な
さ
れ
、
酸
鼻
を
極
め
る
返
討
が
屡
々
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の

「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
に
お
い
て
も
例
に
洩
れ
ず
、
そ
の
返
討
の
場
が
極
点
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
の
討
た
れ
る
女
、
お
梶
の
業
苦
の
様
相
に
作
者
の
苦
心
が

現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
お
梶
の
生
は
団
七
の
迫
害
下
に
在
っ
て
、
た
だ
敵
討
と
い
う
一
点
に
の
み
、
そ
の
存
在
価
値
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
う
、
そ
の
負
担
に

耐
え
ぬ
女
の
悲
惨
事
が
摘
出
さ
れ
て
い
る
。
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
女
の
敵
討
が
姉
妹
の
そ
れ
で
あ
る
と
い
う
点
に
あ
る
（
お
梶
と
、
の
ち
妹
と
知
れ
る
、
お

辰
、
そ
れ
は
、
そ
の
偉
、
お
岩
、
お
袖
に
流
用
せ
ら
れ
た
〉
。

at 

こ
の
視
点
か
ら
は
、
著
名
な
浄
瑠
璃
に
「
碁
太
平
記
白
石
噺
」
と
い
う
作
品
の
存
在
が
連
想
さ
れ
る
と
思
う
。
此
浄
瑠
璃
は
敵
討
物
中
で
も
姉
妹
の
仇
討
と

し
て
殆
ど
唯
一
と
い
う
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
。
姉
の
宮
城
野
が
年
月
を
経
て
妹
の
信
夫
に
再
会
し
、
述
懐
す
る
サ
ワ
リ
の
部
分
を
引
用
し
よ
う
。
そ
こ
に
浄

瑠
璃
作
者
が
こ
の
題
材
を
と
り
あ
げ
た
趣
向
の
根
拠
が
み
ら
れ
る
。

鏡
に
向
ひ
融
く
紅
も
、
思
へ
ば
血
ノ
池
、
泳
の
地
獄
、
罪
の
あ
り
た
け
仕
尽
し
た
今
更
せ
め
て
と
付
け
狙
ふ
、
敵
に
廻
り
逢
は
せ
て
た
べ
、
さ
は
去
り
な
が
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ら
女
の
身
の
、
二
人
よ
り
外
便
り
の
な
い
、
わ
た
し
ら
を
娘
に
持
ち
、
極
楽
世
界
へ
成
仏
と
も
拝
ま
れ
給
は
ぬ
未
来
の
闇
撫
か
し
迷
う
て
ご
ざ
ら
う
と
：
：
：
。

非
道
の
仇
を
若
年
の
姉
妹
が
討
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
、
暗
く
、
因
果
思
想
を
ひ
び
か
せ
つ
つ
、
宿
命
的
に
の
し
か
か
る
重
い
負
担
に
よ
る
非
哀
感
の
酵
成

に
作
者
の
狙
い
と
、
同
感
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
浄
瑠
璃
は
安
永
九
年
成
立
で
、
江
戸
外
記
座
初
演
、
直
ち
に
森
田
座
で
歌
舞
伎
化
さ
れ
た
代
表
的
江
一
戸



浄
瑠
璃
で
あ
っ
た
。
作
者
の
一
員
、
烏
亭
蒔
馬
は
五
世
団
十
郎
と
親
近
の
間
に
あ
っ
て
、
談
洲
楼
と
名
乗
っ
て
い
た
事
は
名
高
い
。

さ
て
、
南
北
は
「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
執
筆
に
あ
た
り
、
頗
る
身
近
な
浄
瑠
璃
で
あ
っ
た
こ
の
白
石
噺
の
設
定
が
、
発
想
を
介
け
る
も
の
と
し
て
認
識
さ
れ
、

そ
れ
が
、
お
梶
の
場
成
立
へ
の
ひ
そ
か
な
る
因
由
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
推
定
が
出
来
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
の
敵
役
団
七
の
名
は
白
石
噺
の
敵
役
台
七
と
相
似
的
な
言
訓
を
も
ち
、
し
か
も
、
涜
布
せ
ら
れ
て
い
た
白
石
噺
の
実
説
に
お
け
る
敵

役
の
名
は
団
七
で
あ
っ
た
（
そ
の
他
「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
の
人
物
設
定
に
二
三
暗
示
的
な
箇
所
が
考
え
ら
れ
る
〉
な
ど
推
測
を
還
し
く
さ
せ
る
。
と
い
う
の
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は
折
口
信
夫
氏
が
南
北
作
、
「
絵
本
合
邦
辻
」
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
様
に
、
南
北
に
は
、
そ
の
発
想
の
根
幹
と
な
っ
た
智
識
を
表
面
に
現
わ
さ
ず
、
寧
ろ
、
他
の

周
知
の
題
材
を
以
て
補
足
間
合
し
て
、
一
種
の
隠
蔽
作
用
を
行
う
傾
向
が
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
で
は
表
面
夏
祭
の
書
替
え
を
粧
い
な
が

ら
、
白
石
謎
の
倫
理
性
に
対
し
て
、
極
め
て
南
北
的
な
置
換
え
を
実
行
し
、
姉
妹
の
仇
討
と
、
そ
の
返
討
と
い
う
女
の
受
苦
の
状
泥
を
摘
出
す
る
に
力
を
注
い

だ
の
で
は
な
い
か
、
と
想
定
し
て
い
る
。
四
谷
怪
談
に
お
け
る
、
お
岩
、
が
袖
姉
妹
そ
れ
ぞ
れ
の
場
の
造
型
性
は
非
常
に
堅
牢
で
は
あ
る
が
、
そ
の
帰
結
的
な

点
に
お
い
て
、
謎
帯
に
み
る
敵
討
の
主
題
は
忘
却
せ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
南
北
は
そ
の
主
題
を
、
「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
に
お
い
て
既
に
追
い
つ
め

て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
白
石
噺
の
関
連
下
に
お
い
て
考
え
て
い
る
。
団
七
の
た
め
返
討
に
逢
い
、
万
餅
の
憾
を
呑
ん
だ
、
お
梶
の
霊
は
、
い
ち
と
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い
う
小
娘
に
混
い
て
、
妹
お
辰
に
父
の
仇
を
討
つ
様
に
懇
願
を
す
る
（
お
岩
は
お
袖
に
対
し
て
、
そ
の
種
の
懇
願
は
な
い
、
た
だ
母
の
櫛
を
渡
す
と
い
う
執
着

が
残
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
作
者
が
、
姉
妹
と
い
う
一
族
意
識
を
お
岩
に
付
し
て
い
る
事
に
注
目
し
た
い
）
。
そ
の
、
お
梶
の
怨
念
が
世
に
残
る
の
は
敵
討
以
外

に
何
も
無
い
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
で
は
た
と
え
菊
五
郎
が
演
ず
る
事
に
よ
っ
て
も
、
積
極
的
な
死
霊
を
形
遣
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

遊
説
め
く
が
、
死
霊
の
現
出
の
動
機
は
、
ま
ず
人
間
的
な
次
一
加
に
属
す
る
か
ら
で
あ
る
。

お
岩
、
お
袖
姉
妹
と
も
に
、
台
本
上
に
お
い
て
は
父
の
敵
と
い
う
真
相
を
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
の
大
詰
で
、
妹
辰
と
そ
の
夫
、
徳

兵
衛
に
よ
る
敵
討
の
台
調
は
明
か
に
指
摘
出
来
る
が
、
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
大
詰
で
、
与
茂
七
の
存
在
は
、
四
谷
左
門
（
お
岩
の
父
）
の
敵
討
そ
の
も
の
に

は
、
比
較
的
無
関
係
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
彼
は
、
そ
の
事
実
に
つ
い
て
は
失
張
り
真
相
を
知
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
し
（
左
門
殺
し
の
実
相
は
伊
右
衛

門
、
直
助
の
み
が
之
を
知
り
、
秘
密
を
共
有
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
〉
、
与
茂
七
の
み
な
ら
ず
、
伊
右
衛
門
を
仇
と
し
て
お
岩
に
知
ら
せ
て
し
ま
う
と
い
う
、

「
謎
帯
一
寸
穂
兵
衛
」
に
み
る
如
き
決
定
的
事
由
を
避
け
る
構
想
が
、
お
岩
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
死
霊
に
執
劫
な
怨
念
を
充
填
さ
せ
得



た
事
が
考
え
ら
れ
る
。

若
し
、
「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
の
如
き
敵
討
優
先
の
槽
想
を
、
四
谷
怪
談
が
も
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
仮
定
し
よ
う
。
そ
れ
が
祈
狂
言
に
お
い
て
如
何
に

作
者
の
意
志
を
阻
止
す
る
か
。
お
岩
が
伊
右
衛
門
に
よ
っ
て
真
相
を
知
り
、
返
討
に
逢
う
な
ら
ば
、
怨
念
は
伊
右
衛
門
の
み
に
指
向
し
て
、
死
霊
と
し
て
の
反

応
は
単
調
な
敵
討
の
場
に
終
始
す
る
事
に
な
り
、
ま
た
妹
袖
に
敵
討
を
懇
願
す
る
形
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
亦
、
そ
れ
は
作
者
が
最
も
愛
着
を
も
っ
た
と
思

わ
れ
る
、
直
助
、
お
袖
、
与
茂
七
の
因
果
的
三
角
関
係
の
部
分
の
成
立
を
も
妨
げ
る
結
果
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
こ
の
部
分
に
、
お
岩
死
霊
の
積
極
性

を
、
不
可
浸
と
す
る
態
度
を
と
っ
て
、
こ
の
生
世
話
の
部
分
を
独
立
せ
し
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
に
お
け
る
敵
討
の
主
題
を
処
々
重
要
点
を
理
没
せ
し
め
る
事
に
よ
っ
て
、
東
海
道
四
谷
怪
談
構
想
と
い
う
別
の
可
能
性
を
切
り
拓
く

基
本
と
為
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
り
、
お
岩
の
場
に
お
け
る
「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
の
意
義
は
そ
れ
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う
。

註
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1. 

か
つ
て
大
友
宗
遅
氏
は
こ
の
両
作
が
、
聞
を
隔
つ
事
十
四
年
と
い
う
年
月
を
有
つ
点
、
そ
こ
に
当
然
進
歩
発
展
が
存
す
べ
き
で
あ
る
、
と
前
提
さ
れ
、

そ
こ
に
作
者
の
筆
力
の
充
実
を
み
ら
れ
た
こ
と
は
教
示
さ
れ
る
事
少
く
な
い
が
、
寧
ろ
南
北
な
ど
狂
言
作
者
の
進
歩
と
い
う
事
は
、
い
わ
ば
、
回
帰
的
な

発
想
と
い
う
特
殊
な
形
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
為
さ
れ
る
と
い
う
事
実
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
し
て
、
こ
の
年
月
を
過
大
に
重
視
す
る
事
は

避
く
べ
き
と
思
わ
れ
る
（
国
語
国
文
の
研
究
昭
和
三
年
八
月
号
大
友
論
文
）

o

n
G
 

こ
の
当
時
、
既
に
松
助
に
よ
る
怪
談
狂
言
と
い
う
御
家
芸
が
確
立
さ
れ
、
こ
の
面
か
ら
も
、
之
が
怪
談
狂
言
た
る
事
を
阻
ん
で
い
る
。
怪
談
狂
言
に
お

け
る
仕
掛
物
が
発
明
者
た
る
役
者
の
側
に
帰
す
る
事
は
、
の
ち
作
者
側
に
「
作
者
に
構
な
し
」
〈
作
者
年
中
行
事
〉
と
い
う
態
度
が
派
生
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

3. 

近
代
日
本
文
学
大
系
本

4. 

折
口
信
夫
全
集
十
八
巻
P
丘
（
）
一
一

5. 

台
本
の
そ
の
台
詞
の
周
辺
は
、
最
も
怪
異
め
く
場
で
、
そ
の
お
梶
の
霊
の
表
示
は
、

太
田
正
文
氏
の
分
類
に
よ
る
と
（
演
芸
画
報
昭
和
十
三
年
九
R

号
〉
、
敵

討
物
に
お
け
る
「
仇
討
懇
願
霊
」
の
形
式
を
み
せ
る
。



n 

で
は
実
質
的
に
作
者
の
想
を
触
発
し
た
、
と
さ
れ
る
、
お
岩
、
伊
右
衛
門
の
拠
っ
て
立
つ
伝
説
に
つ
い
て
、
南
北
は
ど
の
程
度
の
智
識
と
判
断
を
も
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
に
此
点
に
触
れ
つ
つ
考
察
を
進
め
た
い
。

初
演
の
カ
タ
リ
に
「
御
晶
民
よ
り
の
御
好
み
に
任
せ
古
き
世
界
の
民
谷
何
某
」
と
あ
る
が
、
こ
の
古
き
世
界
は
歌
舞
伎
の
通
念
と
し
て
の
そ
れ
で
な
く
、
貞

註
－

享
年
代
と
い
わ
れ
る
、
こ
の
伝
説
の
時
代
を
指
す
。
三
田
村
鳶
魚
氏
の
整
理
を
要
約
す
れ
ば
、
貞
享
年
間
、
武
士
田
宮
伊
左
衛
門
は
妻
女
で
あ
る
家
付
墾

Z

編
し
て
、
下
女
奉
公
に
出
し
、
そ
の
あ
と
若
い
美
女
を
容
れ
、
遂
に
は
お
岩
を
忘
れ
る
に
至
る
。
お
岩
は
下
女
奉
公
の
辛
苦
を
続
け
る
う
ち
、
遂
に
煙
車
売
の

口
か
ら
こ
の
事
実
を
聞
き
、
「
既
に
知
覚
を
失
っ
た
も
の
の
如
く
、
そ
の
座
を
起
っ
て
飛
ぶ
か
朔
る
か
、
足
も
空
に
走
り
出
す
、
そ
の
怖
い
顔
で
我
家
を
覗
き

卦
一
札
2

許
試8

込
み
：
：
：
最
後
に
西
の
方
へ
駈
け
出
し
た
き
り
遂
に
お
岩
の
姿
を
見
た
も
の
は
な
い
」
と
い
う
。
こ
の
伝
説
が
南
北
の
時
代
に
何
か
の
理
由
で
口
碑
に
上
る
様

に
な
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
が
、
彼
が
ほ
ぼ
こ
の
話
と
同
一
の
筋
を
把
握
し
て
い
た
事
を
推
定
し
得
る
の
は
、
浪
花
開
書
と
称
す
る
草
壁
紙
、
怪
談
岩
倉
万
之
丞

註
4

の
存
在
で
あ
る
（
文
政
十
一
年
刊
行
、
鶴
屋
南
北
執
筆
）
。
そ
れ
は
次
の
様
な
主
要
の
筋
を
以
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
役
者
岩
倉
万
之
丞
の
妻
お
北
は
貞
女
で

あ
っ
た
が
、
万
之
丞
は
北
国
巡
業
中
、
別
に
妻
帯
し
て
お
北
を
捨
て
る
。

女
は
そ
れ
を
知
ら
ず
万
之
丞
を
待
つ
事
久
し
い
が
、
そ
こ
へ
、
撃
一
師
権
七
と
い
う
者
が
実
相
を
告
げ
る
事
に
よ
り
、
裏
切
と
嫉
妬
か
ら
狂
乱
状
態
と
な
る
。

北
の
方
に
向
ふ
て
白
際
つ
め
／
＼
物
狂
は
し
き
有
様
は
恐
し
か
り
け
る
次
第
な
り
。
と
書
か
れ
て
い
る
。
之
に
つ
づ
き
、
紙
上
に
髪
統
と
変
貌
が
行
わ
れ
て
、
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そ
れ
よ
り
お
北
は
狂
気
の
如
く
よ
ろ
め
き
歩
僅
て
は
只
口
癖
の
様
に
北
国
と
は
何
処
、
越
後
の
方
は
何
れ
ぞ
や
と
物
狂
ほ
し
く
駆
廻
る
に
：
：
：
越
後
の
方
は
い

づ
く
何
れ
と
罵
し
り
／
＼
家
出
し
て
再
び
家
に
帰
ら
ず
何
処
へ
行
し
か
夫
な
り
に
行
方
知
れ
ず
：
・
：
・
と
あ
る
、
の
ち
に
怪
異
を
現
わ
し
、
死
霊
と
な
る
の
で
あ

る
。
轟
の
伝
説
と
相
通
ず
る
、
こ
の
草
襲
紙
に
看
取
せ
ら
れ
る
本
質
は
、
之
が
女
の
苦
難
と
嫉
妬
の
表
現
と
い
う
点
に
あ
る
。

こ
の
紙
上
に
み
ら
れ
る
髪
硫
変
貌
の
件
は
、
実
際
に
は
過
去
の
舞
台
の
実
積
を
逆
輸
入
し
た
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
の
草
盤
紙
へ
信
溶
性
を
付
す
た
め
か
、

本
文
中
に
次
の
如
き
「
断
り
書
」
を
入
れ
て
い
る
。



こ
の
お
北
が
お
も
む
き
は
先
年
尾
上
松
緑
森
田
座
に
て
、
此
所
の
模
様
を
お
国
御
前
に
て
出
し
、
そ
の
噂
高
く
、
其
後
梅
幸
両
度
迄
出
し
評
判
宜
し
く
、
ぉ

北
が
拡
妬
を
聞
書
致
せ
し
と
の
噂
な
り
。

こ
の
話
が
は
同
談
狂
言
の
成
立
よ
り
先
行
し
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
両
度
迄
出
し
、
と
は
多
分
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
を
指
す
が
、
断
り
書
に
よ
っ
て
筆

者
は
過
去
上
演
の
陪
談
狂
言
の
部
分
的
な
原
型
は
こ
の
話
に
在
る
の
だ
と
い
い
、
そ
の
為
筆
者
は
「
尾
上
梅
幸
浪
花
開
書
」
と
い
う
題
を
、
こ
の
草
壁
紙
に

副
え
（
宗
匠
五
運
と
い
う
者
か
ら
事
婁
寵
を
聞
い
た
事
に
な
っ
て
い
る
〉
、
加
う
る
に
、
菊
五
郎
よ
り
南
北
へ
の
書
状
の
写
し
文
を
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

註
5

の
断
り
書
及
び
、
聞
書
に
つ
い
て
は
、
全
く
事
実
に
反
す
る
事
は
、
そ
の
宜
壁
紙
の
口
絵
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
り
、
一
種
の
趣
向
倒
れ
と
し
て
、
馬
脚
を
現

わ
し
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
断
り
書
が
成
立
し
な
い
と
し
て
も
、
次
の
事
実
は
否
定
出
来
な
い
。
即
ち
、
作
者
は
こ
の
断
り
書
で
、
こ
の
草
壁
紙
の
本
質
に
あ

る
嫉
妬
を
、
「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
の
主
題
の
原
型
だ
と
言
っ
て
い
る
事
で
あ
る
。
こ
の
点
を
宅
悦
に
よ
っ
て
み
よ
う
。

と
の
草
襲
紙
、
及
び
伝
説
に
お
け
る
一
つ
の
頂
点
は
小
者
に
よ
っ
て
、
実
相
が
女
に
伝
え
ら
れ
、
そ
の
激
情
を
誘
発
せ
し
め
る
と
い
う
箇
所
に
在
り
、
こ
の

事
実
が
非
常
に
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
契
機
を
形
造
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
作
者
は
見
逃
す
替
が
な
い
。
号
一
口
う
ま
で
も
な
く
伊
右
衛
門
内
の
場
の
宅
悦
が
そ
れ
で

占
め
る
。
前
述
し
た
「
謎
帯
一
寸
徳
兵
衛
」
の
お
梶
は
直
接
団
七
か
ら
敵
の
真
相
を
知
ら
さ
れ
る
が
、
お
岩
は
宅
悦
に
よ
り
、
央
伊
右
衛
門
の
裏
切
り
を
聞
く
事

に
な
る
。
そ
の
結
果
、
彼
は
お
岩
の
凄
惨
な
死
に
立
会
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
状
況
を
め
ぐ
っ
て
宅
悦
の
判
断
を
「
三
角
屋
敷
」
に
、
再
び
彼
を
登
場
せ
し

め
て
次
の
様
に
言
わ
せ
て
い
る
。
そ
れ
が
亦
、
お
袖
、
直
助
の
碩
着
的
状
態
を
っ
き
崩
す
契
機
と
な
る
重
要
な
台
詞
で
も
あ
る
事
に
注
意
し
た
い
。

町
晶

モ
シ
世
の
中
に
こ
わ
い
物
と
言
は
、
や
き
も
ち
深
い
女
と
、
人
切
ぼ
う
ち
ょ
う
を
さ
し
て
ゐ
る
お
侍
さ
。
そ
の
民
谷
伊
右
衛
門
主
言
侍
の
、
女
房
の

お
岩
と
言
女
は
、
一
加
が
や
き
も
ち
か
ら
お
こ
っ
て
、
亭
主
に
と
ろ
さ
れ
や
し
た

ま
た
、
お
袖
に
そ
の
点
の
諮
問
う
け
、

宅
悦
亭
主
の
伊
右
衛
門
ど
の
が
女
房
に
あ
き
が
来
て
、
外
の
女
を
あ
し
に
し
よ
う
と
し
た
の
を
、
少
し
や
き
か
け
た
か
ら
、
お
こ
っ
た
そ
ふ
ど
う
だ
と
言

唱
、
夫
か
ら
宜
ア
伊
右
衛
門
と
言
人
は
、
気
が
違
っ
た
か
や
け
に
な
っ
た
か
。
其
外
に
二
三
人
を
こ
ろ
し
て
か
げ
を
か
く
し
た
が
、
イ
ヤ
モ
ウ
思
ひ
出
す

と
、
ぞ
っ
と
す
る
ほ
ど
お
そ
ろ
し
い
事
が
：
：
：
、

宅
i悦



「
東
海
道
四
谷
怪
談
」
に
お
け
る
宅
悦
の
形
象
は
、
倫
落
せ
る
武
士
社
会
の
描
出
を
生
世
話
化
す
る
に
効
果
的
な
舞
台
的
点
出
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
単
な

る
三
枚
目
、
狂
言
廻
し
的
役
割
以
外
、
一
種
の
批
判
者
的
反
応
を
一
示
す
者
と
し
て
の
設
置
の
意
図
が
感
ぜ
ら
れ
、
作
者
の
こ
れ
に
課
せ
る
意
義
は
決
し
て
軽
く

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
お
い
て
、
前
述
の
伝
説
、
及
び
南
北
自
身
の
草
襲
紙
で
中
核
を
為
し
た
嫉
妬
と
い
う
主
題
は
、
宅
悦
な
る
下
践
な
小
者
の
眼
に
映
じ
た
お
岩
、
伊
右

衛
門
の
一
件
が
右
に
引
用
せ
る
如
き
、
武
士
夫
婦
の
嫉
妬
沙
汰
で
あ
っ
た
、
と
い
う
事
実
に
消
化
さ
れ
、
そ
こ
に
も
一
つ
の
構
想
的
（
生
世
話
的
な
）
な
段
階

が
作
者
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
、
そ
の
台
詞
は
ま
た
、
そ
の
俸
に
、
三
角
屋
敷
の
因
果
に
果
て
る
お
袖
に
伝
え
ら
れ
る
適
応
性
を
も

具
備
し
て
い
た
と
考
え
る
事
が
出
来
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
嫉
妬
怨
霊
は
伝
統
的
題
材
と
し
て
珍
ら
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
お
岩
の
場
に
於
い
て
、

か
か
る
宅
悦
と
い
う
人
物
を
点
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
梶
に
な
い
、
お
岩
の
情
念
を
表
現
し
得
て
い
る
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

註

1. 

「
芝
居
と
史
実
」
に
よ
る
。
こ
の
話
自
体
、
四
谷
怪
談
初
演
、
後
四
谷
の
名
主
の
書
上
に
よ
る
、と
あ
っ
て
細
部
は
信
用
し
難
い
が
、
凡
そ
の
筋
は
ま

ず
こ
う
で
あ
ろ
う
。

2. 

折
口
信
夫
氏
は
「
嫉
妬
深
く
し
て
家
出
し
た
女
房
が
時
あ
っ
て
門
か
ら
自
分
の
家
を
の
ぞ
く
と
謂
っ
た
気
味
悪
い
話
な
ど
に
、
当
時
の
巷
談
を
そ
の
ま

ま
伝
え
た
の
だ
ろ
う
。
」
と
述
べ
ら
れ
て
、
こ
の
伝
説
の
背
後
を
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
「
折
口
信
夫
会
集
」
十
八
巻

P

四
八
六

な
お
こ
の
伝
説
を
め
ぐ
っ
て
、
柳
亭
種
彦
の
読
本
「
近
世
怪
談
霜
夜
星
」
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
種
彦
一
流
の
文
辞
を
凝
ら
し
た
作
品
だ
が

醜
婦
お
沢
に
伝
説
に
み
る
如
き
激
情
的
な
死
は
な
い
。

3. 4. 

南
北
の
怪
談
狂
言
と
草
壁
紙
合
巻
の
密
接
不
可
分
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
既
に
山
口
剛
氏
の
指
適
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
（
「
四
方
真
顔
化
物
尽
し
謙
調
」
》

口
絵
は
尾
上
菊
五
郎
2
歪
〉
及
伴
松
助
ら
が
宗
匠
五
運
よ
り
岩
倉
陪
談
を
聞
く
図
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
話
を
因
と
し
て
、
尾
上
松
緑
が
阿

国
御
前
〈
文
化
六
年
）
に
適
用
し
た
と
い
う
、
断
り
書
の
部
分
は
成
立
し
な
い
事
に
な
る
。
ハ
尾
上
菊
五
郎
は
文
化
十
二
年
襲
名
）

5. 

m 



更
に
作
者
の
意
図
は
宅
悦
を
超
え
て
、
お
岩
の
場
を
提
え
て
い
る
。
南
北
は
お
岩
の
心
中
に
閏
持
し
て
離
す
こ
と
の
無
い
、
武
家
一
族
の
衿
惇
と
対
面
を
表

示
す
る
。
そ
れ
が
感
情
を
抑
圧
し
、
更
に
反
動
的
に
情
念
を
激
発
し
、
ま
た
内
攻
せ
し
め
る
結
果
に
至
る
の
で
あ
る
。
台
本
に
は
如
何
に
こ
の
逆
境
の
お
岩
が

塩
谷
の
遺
臣
四
谷
左
門
の
娘
で
あ
り
、
民
谷
の
妻
で
あ
る
と
い
う
点
に
誇
り
と
進
退
の
規
短
を
求
め
て
い
た
か
が
、
繰
り
か
え
し
言
葉
と
な
っ
て
発
せ
ら
れ
て

い
る
。

な
ん
ぼ
貧
し
い
暮
を
し
て
も
、
武
士
の
娘
が
あ
ろ
う
事
かO
（
思
い
入
れ
）

い
ま
し
め

こ
れ
は
妹
袖
に
対
す
る
誠
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
が
、
お
袖
に
お
い
て
も
、
直
助
を
仰
け
る
第
一
の
理
由
は
そ
れ
で
あ
る
。

ま
た
、
伊
右
衛
門
の
好
計
に
よ
っ
て
宅
悦
は
、
醜
い
お
岩
に
不
義
を
仕
か
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
へ
の
女
の
憤
り
は
下
践
の
宅
悦
に
対
し
て
、

是
、
そ
な
た
は
マ
ア
、
武
士
の
女
房
に
、
何
で
其
様
な
み
だ
ら
千
万
、
重
ね
て
さ
よ
ふ
な
不
行
せ
き
、
し
ゃ
る
と
今
度
は
ゆ
る
さ
ぬ
ぞ
よ
。
ト
キ
ザ

し、

わ
し、

わと
い
ふ
（
二
幕
目
〉

更
に
、
つ
づ
く
宅
悦
の
需
め
に
重
ね
て
い
う
。

い
わ

何
亭
主
で
な
ん
ぎ
し
よ
ふ
よ
り
、
私
共
と
は
そ
り
弔
問
聞
事
。
サ

t
A
－
夫
を
申
せ
／
＼
。
い
わ
ぬ
と
我
身
は
不
義
い
ふ
か
け
る
か
、
濯
外
な
奴
の
、
女
で
こ

そ
あ
れ
武
士
の
娘
で
、
侍
の
妻
と
も
い
わ
る
ふ
此
岩
。
品
に
よ
っ
て
は
。
ト
あ
り
合
ふ
一
ト
こ
し
を
と
っ
て
、
す
る
り
と
ぬ
い
て
立
か
ふ
る
：
：
：
（
二
幕
目
〉
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に
じ
ら
れ
る
（
「
う
ば
」
や
「
は
し
た
」
に
よ
っ
て
も
加
え
ら
れ
る
〉

策
課
で
あ
っ
た
と
知
っ
た
お
岩
は
次
の
様
に
い
う
。

作
者
が
か
く
、
お
岩
に
堅
持
せ
し
め
た
武
家
一
族
と
い
う
強
い
意
識
は
、
隣
家
の
武
家
、
伊
藤
喜
兵
衛
一
家
と
い
う
側
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
無
惨
に
も
踏
み

た
め
の
必
須
条
件
で
あ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
み
ず
か
ら
の
変
貌
が
伊
藤
の
陰
険
極
ま
る

そ
れ
と
は
知
ら
ず
隣
家
の
伊
藤
喜
兵
衛
。
わ
し
が
所
へ
心
付
、
日
ご
と
に
お
く
る
深
実
は
、
一
夜
ひ
と
思
ふ
か
ら
、
う
ば
や
は
し
た
へ
き
い
ぜ
ん
も
、

此
身
を
は
た
す
良
薬
を
、
両
手
を
つ
い
て
の
一
机
は
い
ま
／
＼
思
へ
ば
、
は
づ
か
し
い
。
悔
や
わ
ら
わ
ん
。
く
や
し
い
わ
い
の
／
＼
。
ト
な
き
ふ
す

（
二
幕
目
〉
当
然
、
毒
薬
に
よ
る
変
貌
か
ら
髪
椛
に
か
け
て
、
お
岩
の
呪
い
の
言
葉
は
伊
藤
一
家
に
注
が
れ
て
い
る
。

い
わ
も
ふ
此
上
は
気
を
も
み
死
。
生
き
有
内
に
喜
兵
衛
陵
、
此
抗
言
て
、
ト
よ
ろ
め
き
／
＼
行
ふ
と
す
る

さ
ら
に
之
に
つ
づ
け
て
髪
椛
が
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
伊
藤
へ
狂
乱
の
ま
ま
ゆ
こ
う
と
す
る
お
岩
を
制
止
す
る
宅
悦
の
台
詞
が
き
っ
か
け
と
な
る
。

し、

わ



怒
り

其
お
す
が
た
で
ご
ざ
っ
て
は
、
人
が
見
た
な
ら
気
ち
が
ひ
か
。
形
も
そ
ぼ
ろ
な
其
上
に
、
顔
の
か
ま
へ
も
た

H
Aな
ら
ぬ
。
ハ
二
幕
目
〉

そ
の
指
摘
は
、
忽
ち
お
岩
の
対
面
と
い
う
点
を
反
省
せ
し
む
る
に
役
立
つ
、
然
し
、
伊
藤
一
家
へ
の
怨
は
内
攻
し
て
ゆ
く
。

ト
お
岩
、
か
いA
み
を
と
り
上
、
よ
く
／
＼
み
て

い
わ
髪
も
お
ど
ろ
の
此
す
が
た
。
せ
め
て
女
の
身
だ
し
な
み
、
か
ね
な
と
付
て
髪
も
す
き
上
、
喜
兵
衛
親
子
に
詞
の
私
を

O

（
思
い
入
れ
〉
ハ
二
幕
目
）

そ
し
て
現
実
は
一
段
と
悪
化
す
る
変
貌
を
促
し
、
一
層
内
攻
的
に
女
の
心
意
を
圧
殺
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
変
貌
の
お
岩
に
与
え
た
苦
痛
の
根
源
は
、
南

北
が
、
前
述
の
草
艶
紙
「
岩
倉
万
之
丞
」
で
悪
女
と
な
っ
た
女
の
嘆
き
を
、
「
所
詮
か
か
る
面
体
に
な
り
ぬ
れ
ば
、
今
更
何
と
し
て
万
之
丞
殿
と
以
前
の
如
く
、

註
－

女
夫
の
楽
し
み
思
い
も
依
ら
ず
」
、
と
解
し
た
如
き
絶
望
感
に
在
っ
た
で
あ
ろ
う
。
単
な
る
愛
情
の
表
現
の
具
で
あ
っ
た
髪
械
が
新
た
に
そ
の
効
果
を
発
揮
し

得
る
た
め
に
は
、
か
く
激
し
く
起
伏
す
る
お
岩
の
形
象
で
あ
っ
て
こ
そ
、
そ
の
凄
絶
な
美
が
実
現
せ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

宅
j悦

既
に
く
り
か
え
し
た
如
く
、
南
北
が
お
岩
に
武
家
一
族
の
意
識
を
固
持
せ
し
め
た
の
は
、
ま
ず
、
民
谷
と
い
う
武
士
の
家
中
心
の
女
の
執
念
と
い
う
在
り
方

を
、
根
本
に
置
こ
う
と
す
る
考
え
が
み
ら
れ
る
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
め
ぐ
る
執
着
の
強
さ
が
、
死
霊
の
類
絶
し
た
執
動
性
を
必
然
せ
し
め
て
い
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
二
幕
目
伊
右
衛
門
内
の
場
に
お
け
る
、
お
岩
の
死
直
後
行
わ
れ
る
、
伊
藤
の
娘
と
伊
右
衛
門
の
婚
私
は
一
見
奇
抜
、
唐
突
に
感

ぜ
ら
れ
る
が
、
お
岩
の
か
か
る
在
り
方
か
ら
す
れ
ば
、
構
想
的
に
は
作
者
の
意
に
副
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

お
岩
に
と
り
、
伊
藤
一
家
と
結
着
し
よ
う
と
す
る
民
谷
一
族
と
そ
の
協
力
者
を
、
自
ら
減
さ
ね
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
り
、
同
時
に
、
そ
う
あ
ら
し
め
た
伊

辰
一
家
は
当
然
根
絶
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
こ
の
新
作
の
一
番
目
の
世
界
に
根
を
発
し
て
、
怨
念
は
一
家
累
族
に
及
び
、
個
人
に
止
ら
な
い
。

な
お
、
小
仏
小
平
が
直
接
伊
右
衛
門
の
刃
に
か
か
り
な
が
ら
も
、
死
霊
と
し
て
の
目
的
が
伊
右
衛
門
を
指
向
す
る
の
は
、
徹
底
徹
尾
薬
を
求
め
る
事
に
し
か

な
い
ハ
そ
の
点
で
一
番
目
と
結
合
し
て
い
る
の
は
歴
然
と
し
て
い
る
が
〉
。
小
平
は
単
な
る
小
者
と
し
て
、
一
応
設
定
さ
れ
て
い
る
。
お
岩
に
比
す
れ
ば
、
死

霊
の
背
景
的
層
に
相
当
な
径
庭
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

伊
藤
一
家
は
高
師
直
の
寵
臣
で
あ
り
、
お
岩
の
父
四
谷
左
門
は
塩
谷
遺
臣
で
あ
っ
た
。
伊
右
衛
門
自
身
本
来
は
遺
臣
で
あ
る
に
拘
ら
ず
、
師
直
に
仕
官
を
急

ご
う
と
す
る
。
伊
藤
は
貧
苦
の
民
谷
に
対
し
、
官
裕
を
誇
っ
て
い
る
。
伊
右
衛
門
は
従
来
説
か
れ
て
い
る
如
く
、
そ
れ
の
誘
惑
に
負
け
た
の
で
あ
る
。
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抑
々
、
作
者
の
用
意
は
怠
り
無
く
、
伊
右
衛
門
が
師
直
へ
親
近
す
べ
き
理
由
を
付
し
て
い
る
。
彼
の
母
熊
は
師
直
の
系
列
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

お
岩
が
死
霊
と
化
し
て
、
そ
の
崇
り
に
よ
る
伊
藤
一
家
の
根
絶
が
迅
速
を
極
め
る
に
対
し
、
民
谷
類
族
に
は
大
詰
に
至
る
迄
、
手
を
下
そ
う
と
し
な
い
。
そ

れ
は
、
か
れ
ら
一
族
の
複
雑
怪
奇
な
系
譜
（
お
岩
自
身
を
も
含
む
）
の
表
出
を
展
開
す
る
必
要
が
、
死
霊
に
と
り
（
乃
ち
、
看
客
に
と
っ
て
も
）
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

隠
亡
堀
か
ら
、
大
詰
へ
か
け
て
、
次
第
に
そ
れ
が
明
か
に
な
り
ゆ
く
事
に
気
が
付
く
と
思
う
。
隠
亡
掘
に
お
け
る
、
伊
右
衛
門
と
そ
の
母
熊
と
の
避
垣
、
秋

山
長
兵
衛
の
登
場
（
作
者
は
こ
の
場
の
直
助
に
も
、
そ
れ
に
関
係
す
る
台
詞
を
言
わ
せ
て
い
る
｜
お
岩
｜
直
助
｜
お
袖
〉
を
は
じ
め
、
「
大
詰
蛇
山
庵
室
」
に

お
い
て
は
特
に
著
し
い
。
庵
室
の
初
め
に
新
藤
源
四
郎
と
い
う
塩
谷
の
遺
臣
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
武
士
は
伊
右
衛
門
に
と
り
、
義
父
に
あ
た
る
事
が
語
ら

れ
て
い
る
。

源
四
や
ふ
り
ゑ
ん
い
た
し
た
女
房
の
実
子
。
江
戸
や
し
き
に
勤
め
お
っ
た
、
伊
右
衛
門
で
ご
ざ
り
ま
す
か
。
（
大
詰
〉

し
か
も
、
こ
の
源
四
郎
、
伊
右
衛
門
母
熊
、
と
い
う
関
係
に
お
い
て
、
熊
は
一
泊
、
高
師
直
の
臣
下
の
娘
で
あ
っ
た
と
い
う
設
定
が
暴
露
さ
れ
る
。

伊
右
サ
ア
／
＼
そ
の
訳
と
言
は
、
活
は
お
れ
の
母
が
、
高
野
の
家
中
の
娘
ゆ
へ
、
師
直
さ
ま
へ
手
づ
る
が
よ
さ
に
ハ
大
詰
）

伊
右
衛
門
は
そ
れ
に
よ
っ
て
師
直
へ
の
仕
官
を
狂
奔
す
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
源
四
郎
の

ェ
、
閉
ま
ひ
。
懸
る
み
れ
ん
の
民
俗
一
俗
（
族
〉

と
い
う
台
詞
が
あ
る
。
こ
の
源
四
郎
の
登
場
理
由
は
か
か
る
解
明
者
的
位
置
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

な
お
、
三
角
屋
敷
で
も
、
終
末
に
直
助
、
お
袖
の
因
果
関
係
が
明
か
と
な
り
、
お
袖
は
一
元
宮
三
太
夫
の
娘
で
あ
っ
た
と
知
ら
さ
れ
、
お
岩
と
は
義
理
の
仲
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
、
「
三
角
屋
敷
」
は
そ
れ
自
身
完
結
す
る
と
い
う
作
者
の
意
図
を
み
せ
る
。

大
詰
に
お
け
る
、
高
師
直
を
頂
点
と
す
る
一
族
一
家
の
か
ら
み
合
い
の
解
明
が
、
死
霊
の
執
動
性
へ
の
用
意
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

註

郡
司
正
勝
氏
「
髪
杭
の
系
譜
」
ハ
か
ぶ
き
｜
様
式
と
伝
承
〉
参
照

な
お
、
台
本
の
引
用
は
凡
て
、
岩
波
文
庫
本
、
東
海
道
四
谷
怪
談
ハ
河
竹
氏
校
訂
〉
に
よ
っ
た
。

1. 
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